
事業の定義
　｢地場企業のための｣D.F.エイベル理論のセキやん流解釈

【基本形】

　○エイベルの「事業の三要素」

①Function、②Customer、③Technique(System)

【セキやん流解釈】

【事業適用フレーム】

事業ユニット

Whom

Where

→

  How much ユニット計
　◎　売上高
　◎　投入資源
　◎　利益、等

Ⅲ

どう
やって
(Ｔ)

誰がやるのか？

開始時期は？　スケジュールは？

どのようにやるか？

売上・利益は？　価格は？

  Who

  When

  How to

Ⅱ-1

何を
What

商品・サービスは？(Ｔ) Ⅱ-2
どこの
誰に(Ｃ)

顧客は誰か？

もたらす価値(Ｆ)は？ 地域は？　チャネルは？

顧客が認める
価値・機能
Function

商品・サービス

Technique(S)

顧客

Customer

独自能力
・技術

Technique(S)

 Copyright ザ・オフィスせき



【例えば】

事業ユニット

Whom

Where

→

  How much 売上・利益は？　価格は？
ユニット計
　◎　売上高
　◎　投入資源
　◎　利益、等

・手づくり、焼きたて（技術）
・安心感（伝統）
・リーズナブルな価格（仕入・製造経費の工夫）

手づくりパン
一般客
（○○町内の主婦、××ビルのＯＬ）安くておいしい（パン）

Ⅲ

どう
やって
(Ｔ)

  Who 誰がやるのか？

  When 開始時期は？　スケジュールは？

  How to どのようにやるか？

Ⅱ-2
どこの
誰に(Ｃ)

顧客は誰か？

もたらす価値(Ｆ)は？ 地域は？　チャネルは？

Ⅱ-1

何を
What

商品・サービスは？(Ｔ)

 Copyright ザ・オフィスせき


